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ここでは普通にアプリケーションを開いた場合に表示される対話型画面の説明をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①【パスワード】【（再入力）】 

パスワード登録、パスワード消去、事前チェックの処理の際に必要になるパスワードを入力します。このパスワードは、パソコン

上には保存されませんので、忘れないようにしてください。忘れると文書を開くことができなくなります。 

 

②【ドラッグ＆ドロップ領域】 

パスワードを設定したい（解除したい）文書やそれらを含むフォルダをこの領域にドラッグ＆ドロップしてください。文書名一覧

の領域にもドラッグ＆ドロップすることができます。 

 

③【チェックボックス】 

パスワード登録、パスワード消去、事前チェック、マイナンバーチェックの選択消去を行う際に対象となる文書を選択します。全

てにチェックがない場合は、全てが処理対象になります。 

 

④【文書の種類】 

文書の種類を示すアイコンが表示されます。本ソフトウェアで扱える文書は、ワード、エクセル、パワーポイントの３つです。 

 

 

 

⑧ 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

⑨ 

⑪ ⑫ ⑬ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ 

⑩ 

⑭ 
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⑤【処理結果】 

パスワード登録、パスワード解除、事前チェック、マイナンバーチェックの処理結果をアイコンで表示します。以下のような意味

があります。 

■パスワード登録時 

『赤鍵』入力したパスワードを設定した文書 

『灰鍵』入力したパスワードと異なるパスワードが設定されていたので処理を除外した文書 

『・』チェック対象外か、エラーが発生した文書 

■パスワード解除時 

『－』パスワードをクリアした文書 

『灰鍵』入力したパスワードと異なるパスワードがかかっている文書 

『・』チェック対象外か、エラーが発生した文書 

■事前チェック時 

『－』パスワードが設定されていない文書 

『赤鍵』入力したパスワードが設定されている文書 

『灰鍵』入力したパスワードと一致していない文書 

『・』チェック対象外か、エラーが発生した文書 

■マイナンバーチェック時 

『－』マイナンバーらしき文字列が含まれない文書 

『Ｎ』マイナンバーらしき文字列が含まれる文書 

『灰鍵』入力したパスワードと一致していない文書 

『・』チェック対象外か、エラーが発生した文書 

 

 

⑥【文書名】 

文書名が表示されます。ダブルクリックすると、文書を開くことができます。 

 

⑦【フォルダ名】 

文書が保存されているフォルダ名が表示されます。（ウィンドウのサイズを広げて表示させてください。） 

 

⑧【メインメニュー】 

『ファイル』『終了』アプリケーションを終了します。 

『機能』『パスワード一括登録』⑪【パスワード登録】に同じです。 

『機能』『パスワード一発解除』⑫【パスワード解除】に同じです。 

『機能』『事前チェック』⑬【事前チェック】に同じです。 

『機能』『マイナンバーチェック』⑭【マイナンバーチェック】に同じです。 

『機能』『リストを全て削除』⑯【全消去】に同じです。 

『機能』『リストの同期』⑱【同期】に同じです。 

『機能』『実行ログ表示』処理結果を表示する画面を表示します。 

『ヘルプ』『目次』オンラインヘルプです。（本文書） 

『ヘルプ』『「一発暗号文書」のご購入について』オンラインヘルプです。 

『ヘルプ』『サポートサイト』サポートページへのリンクです。（インターネットへの接続環境が必須） 
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⑨【文書一覧タイトル】 

文書名、フォルダ名の文字をクリックすると、一覧の並び替えができます。 

 

⑩【ステータスバー】 

文書一覧内の文書数や処理状況が表示されます。 

 

⑪【パスワード登録】 

入力したパスワードで文書登録をし直します。 

 

⑫【パスワード解除】 

入力したパスワードにマッチする文書のパスワードを解除して、文書登録をし直します。 

 

⑬【事前チェック】 

パスワード設定済み文書かチェックします。 

 

⑭【マイナンバーチェック】 

文書中にマイナンバー（１２桁の数値）が含まれているかチェックします。 

単純に半角数値が連続している場合だけでなく、全角数値が含まれる場合、罫線がある、表になっているなどのケースもできるだ

け検出を試みます。１００％完全に検出できるものではありません。 

 

⑮【チェックマーク】 

文書一覧のチェックボックスを全てチェック（またはアンチェック）します。 

 

⑯【全消去】 

文書一覧から文書を全て消去します。（文書そのものは削除されません。） 

 

⑰【選択消去】 

文書一覧からチェック付きの文書だけを消去します。（文書そのものは削除されません。） 

 

⑱【同期】 

実際に存在する文書のみ文書一覧に表示します。 

 

⑲【閉じる】 

アプリケーションを終了します。 
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■デスクトップにある「一発暗号文書！」のショートカットをマウスでダブルクリックしてアプリケーションを起動してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■次にパスワードを設定したい文書を登録します。 

 

① エクスプローラを使って、目的の文書（または文書を含むフォルダ）を表示してください。 

② 選択した状態でマウスの左ボタンを押したまま、「一発暗号文書！」の「ここに文書をドラッグ＆ドロップしてください。」か

文書一覧の領域で手を放します。 

③ 文書一覧にオフィス文書が表示されます。 
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■パスワードを設定します。 

 

(ア) 希望のパスワードを入力します。 

(イ) パスワードを再入力します。 

(ウ) 文書を選択したい場合は、文書一覧のチェックボックスをチェックします。（全てにチェックがない場合は、全ての文

書が処理対象となります。） 

(エ) 「パスワード登録」ボタンを押します。 

(オ) 結果が表示されます。（アイコンの意味については、１の画面説明を参照してください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実行結果画面】 

 

① パスワードが設定されました。 

② 既に他のパスワードが設定されています。（処理除外） 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 
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■パスワードを消去します。 

 

(ア) 希望のパスワードを入力します。 

(イ) パスワードを再入力します。 

(ウ) 文書を選択したい場合は、文書一覧のチェックボックスをチェックします。（全てにチェックがない場合は、全ての文

書が処理対象となります。） 

(エ) 「パスワード消去」ボタンを押します。 

(オ) 結果が表示されます。（アイコンの意味については、１の画面説明を参照してください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実行結果画面】 

 

① パスワードが解除されました。 

② 既に他のパスワードが設定されています。（処理除外） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 
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■パスワードの状態をチェックします。 

 

(ア) 希望のパスワードを入力します。（このパスワードで文書が開けるかどうかチェックします。） 

(イ) パスワードを再入力します。 

(ウ) 文書を選択したい場合は、文書一覧のチェックボックスをチェックします。（全てにチェックがない場合は、全ての文

書が処理対象となります。） 

(エ) 「事前チェック」ボタンを押します。 

(オ) 結果が表示されます。（アイコンの意味については、１の画面説明を参照してください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実行結果画面】 

 

① パスワードが設定されていない文書です。 

② 希望のパスワードで設定可能な文書です。 

③ 希望のパスワードで設定不可能な文書です。（既に他のパスワードが設定されています。） 

 

 

 

① 

② 

③ 
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■マイナンバーが含まれる文書かどうかをチェックします。 

 

(ア) パスワードを入力します。（パスワードを入力しない場合は、パスワードのかかった文書は処理しません。） 

(イ) パスワードを再入力します。 

(ウ) 文書を選択したい場合は、文書一覧のチェックボックスをチェックします。（全てにチェックがない場合は、全ての文

書が処理対象となります。） 

(エ) 「マイナンバーチェック」ボタンを押します。 

(オ) 結果が表示されます。（アイコンの意味については、１の画面説明を参照してください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実行結果画面】 

 

① マイナンバーらしき文字列が含まれていない文書です。 

② 入力したパスワードで処理できなかった文書です。 

③ マイナンバーらしき文字列が含まれている文書です。 

 

 

 

① 

② 

③ 
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 ◒ꜞ♇◒ⱷ♬ꜙכ  

 

特定のオフィス文書に対して素早くパスワードを設定または解除するには、右クリックで表示されるメニューを使うと便利です。 

 

■エクスプローラでオフィス文書のあるフォルダを開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ポインタをオフィス文書の上において、マウス右ボタンでコンテキストメニューを表示し、「EXCEL 文書のパスワードを設定/解

除」を選択します。 

（文書が EXCEL の場合） 
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■次のようなダイアログが表示され、対象のオフィス文書名が表示されます。 

(ア) パスワードを登録する場合は、パスワード入力欄に文書に登録したいパスワード 

(イ) パスワードを解除する場合は、パスワード入力欄に文書に現在設定されているパスワード 

を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

① チェックボックスは、パスワードをアスタリスク（＊）で隠さずに、文字を表示させたいときにチェックしてください。 

 

 

■パスワードを登録する場合は、「PW 設定」ボタンを押すと、次のようなダイアログが表示されますので、確認のため、先に入力

したパスワードと同じ文字列を入力して、「PW 設定」ボタンを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■進捗画面が表示されて、設定が成功すると完了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■パスワードを解除する場合は、ファイルの確認画面で、「PW 解除」を押してください。パスワードの再入力画面は解除の場合は

表示されません。 
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 ⱨ◊ꜟ♄  

 

複数のオフィス文書や種類（WORD/EXCEL/POWERPOINT）の異なるオフィス文書に対して一括してパスワードを設定または解除

するには、フォルダに対して操作を行います。 

 

■エクスプローラで、複数のオフィス文書のあるフォルダにポインタをおき、マウス右ボタンでコンテキストメニューを表示させ、

「オフィス文書のパスワードを設定／解除…」を選択します。 
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■次のようなダイアログが表示され、対象のオフィス文書名が表示されます。 

(ア) パスワードを登録する場合は、パスワード入力欄に文書に登録したいパスワード 

(イ) パスワードを解除する場合は、パスワード入力欄に文書に現在設定されているパスワード 

を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「＊」のチェックボックスは、パスワードをアスタリスク（＊）で隠さずに、文字を表示させたいときにチェックしてください。 

② 「サブフォルダ以下適用」のチェックボックスは、フォルダを再帰的に検索する場合にチェックしてください。 

 

 

■パスワードを登録する場合は、「PW 設定」ボタンを押すと、次のようなダイアログが表示されますので、確認のため、先に入力

したパスワードと同じ文字列を入力して、「PW 設定」ボタンを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■進捗画面が表示されて、設定が成功すると完了です。 
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 ひとつでも処理に失敗した場合は、以下のような画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■パスワードを解除する場合は、ファイルの確認画面で、「PW 解除」を押してください。パスワードの再入力画面は解除の場合は

表示されません。 
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・ パスワードを忘れてしまうと、文書が開けなくなります。セキュリティの観点から、パスワードはパソコン内に保存しませんので、

パスワードの管理は自己責任においてお願いいたします。 

・ パスワードの設定と解除の処理は、文書を保存しなおします。このときに、メモリ不足やディスク領域不足などによって保存でき

なかったり、文書が壊れることがあります。当ソフトウェアで扱う文書は、必ずバックアップをとってから実行してください。 

・ パスワードは短かったり安易な文字列を設定すると、推測される可能性があります。 

・ 当ソフトウェアによって文書にパスワードを設定したことにより、１００％安全という保障はありません。実際には他の方法との

組み合わせなど安易に復元できない運用が必要となります。利用者様自身が危機管理意識を持って運用にあたることが大切です。 

・ 複数の Microsoft Office が混在している、またはバージョンアップ、ダウングレードをおこなっていた場合には正しく動作しな

い事があります。 

 

 

 

 

 

 


